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１

　

敵
の
巨
弾
は
、
輪り

ん

型け
い

陣じ
ん

の
中
央
に
落
下
し
た
。

　

日
本
帝
国
海
軍
南な

ん

遣け
ん

艦か
ん

隊た
い

旗き

艦か
ん

「
鳥

ち
ょ
う

海か
い

」
の
後
方
で
、

海
面
が
大
き
く
伸
び
上
が
り
、
マ
ス
ト
を
超
え
る
巨
大
な
海

水
の
柱
が
そ
そ
り
立
っ
た
。

「
危
な
い
…
…
！
」

　

第
六
戦
隊
砲
術
参
謀
桃も

も

園ぞ
の

幹み
き

夫お

少
佐
の
口
か
ら
、
悲
鳴
に

も
近
い
声
が
漏も

れ
た
。

「
鳥
海
」
に
将

し
ょ
う

旗き

を
掲か

か

げ
て
い
る
の
は
、
南
遣
艦
隊
司
令

長
官
小お

沢ざ
わ

治じ

三さ
ぶ

郎ろ
う

中
将
。
帝
国
海
軍
で
も
、
知ち

将し
ょ
う
と
謳う

た

わ

れ
る
指
揮
官
だ
。

　

小
沢
が
「
鳥
海
」
と
運
命
を
共
に
す
れ
ば
、
帝
国
海
軍
は

重じ
ゅ
う

巡じ
ゅ
ん

一
隻
を
失
う
だ
け
で
は
な
い
。
人
材
の
面
で
も
、
計は

か

り
知
れ
な
い
打
撃
を
受
け
る
。

「
水み

ず

柱ば
し
ら

六
本
確
認
！
」

　

第
六
戦
隊
旗
艦
「
青あ

お

葉ば

」
の
艦か

ん

橋き
ょ
う
に
、
見み

張は
り

員い
ん

が
報
告

を
上
げ
た
。

「
青
葉
」
は
、
第
六
戦
隊
第
一
小
隊
の
僚

り
ょ
う

艦か
ん

「
加か

古こ

」
と

共
に
、
輪
型
陣
の
右
方
を
固
め
て
い
る
た
め
、「
鳥
海
」
は

左さ

舷げ
ん

側
に
見
え
る
。

「
六
発
か
。
前
部
の
主
砲
全
て
を
撃
っ
て
来
た
な
」

　

首
席
参
謀
貴き

島じ
ま

掬き
く

徳の
り

中
佐
が
呟つ

ぶ
やい
た
。

「
敵
艦
、
第
二
射
！
」
の
報
告
が
上
が
り
、
新
た
な
敵
弾
の

飛ひ

翔し
ょ
う

音
が
聞
こ
え
始
め
る
。

　

昨
夜
―
一
二
月
一
〇
日
夜
、
海か

い

南な
ん

島と
う

の
南
東
岸
沖
で
、

何
度
も
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
た
敵
弾
の
飛
翔
音
だ
。

　

今
度
は
、「
鳥
海
」
の
左
舷
正せ

い

横お
う

に
落
下
し
、
艦
の
反
対

側
に
、
奔ほ

ん

騰と
う

す
る
水
柱
が
見
え
た
。

「
砲
術
、
敵
と
の
距
離
報し

ら

せ
」

「
二フ

タ

三サ
ン

〇マ
ル

（
二
万
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

「
青
葉
」
艦
長
久ひ

さ

宗む
ね

米よ
ね

次じ

郎ろ
う

大
佐
の
問
い
に
、
砲
術
長
岬み

さ
き

恵け
い

介す
け

少
佐
が
返
答
す
る
。

「
二
万
以
上
も
遠
方
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
か
」

　

第
六
戦
隊
司
令
官
五ご

藤と
う

存あ
り

知と
も

少
将
が
舌し

た

打う

ち
し
た
。
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「
青
葉
」
が
装
備
す
る
六
五
口
径
一
〇
セ
ン
チ
高
角
砲
、
通

称
「
長

ち
ょ
う

一
〇
セ
ン
チ
高
角
砲
」
は
、
最
大
射
程
一
万
四
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
だ
。

「
鳥
海
」
を
援え

ん

護ご

し
た
く
と
も
、
敵
に
は
届
か
な
い
。

　

仮
に
届
い
た
と
し
て
も
、
直
径
一
〇
セ
ン
チ
の
小
口
径
砲

弾
で
は
、
た
い
し
た
損
害
は
与
え
ら
れ
な
い
。

　

相
手
は
戦せ

ん

艦か
ん

―
そ
れ
も
英
国
海
軍
の
最
新
鋭
戦
艦
「
プ

リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
な
の
だ
。

「
艦
長
、
観か

ん

測そ
く

機き

を
墜お

と
し
て
下
さ
い
」

　

桃
園
は
久
宗
に
言
っ
た
。

　

南
遣
艦
隊
の
上
空
に
は
、
敵
の
水す

い

上じ
ょ
う

機き

が
貼
り
付
き
、

後
方
の
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
に
弾だ

ん

着ち
ゃ
く

位

置
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
機
体
を
撃げ

き

墜つ
い

す
れ
ば
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ

ー
ル
ズ
」
は
弾
着
観
測
に
支し

障し
ょ
う
を
来き

た

し
、
射
撃
精
度
が
低

下
す
る
は
ず
だ
。

「
艦
長
よ
り
砲
術
。
敵
観
測
機
を
撃
墜
せ
よ
！
」

　

久
宗
は
桃
園
に
頷う

な
ずい
て
見
せ
、
射
撃
指
揮
所
に
命
じ
た
。

　

そ
の
間
に
、
敵
の
第
三
射
弾
が
飛
来
す
る
。

　

弾
着
位
置
は
、「
鳥
海
」
の
右う

舷げ
ん

側
海
面
だ
。
六
本
の
水

柱
が
そ
そ
り
立
ち
、
巨
大
な
海
水
の
壁
が
「
鳥
海
」
を
隠か

く

す
。

「
青
葉
」
の
艦
上
か
ら
見み

守ま
も

る
身
に
と
っ
て
は
、
背せ

筋す
じ

が
寒

く
な
る
光
景
だ
。「
青
葉
」
が
標

ひ
ょ
う

的て
き

に
な
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
こ
こ
ま
で
の
恐
怖
は
感
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
鳥
海
」
に
乗
る
小
沢
治
三
郎
中
将
は
、
そ
れ
ほ
ど
貴
重
な

人
材
だ
っ
た
。

　

幸
い
、「
鳥
海
」
は
無
事
だ
っ
た
。
海
水
の
壁
が
消
え
去

る
と
同
時
に
姿
を
現
し
た
。

（
見
上
げ
た
執

し
ゅ
う

念ね
ん

だ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
提て

い

督と
く

）

　

桃
園
は
、
敵
の
指
揮
官
―
英
国
東
洋
艦
隊
司
令
長
官
ト

ー
マ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
将
の
名
を
呟
い
た
。

　

昨
夜
の
、
海
南
島
南
東
岸
沖
に
お
け
る
海
戦
で
は
、
彼ひ

我が

の
間
に
圧
倒
的
な
戦
力
の
差
が
あ
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
東と

う

進し
ん

し
て
き
た
米
太
平
洋
艦
隊
と
英
国

東
洋
艦
隊
の
連
合
軍
艦
隊
は
、
戦
艦
だ
け
で
も
一
二
隻
。

　

対
す
る
日
本
軍
の
南
方
部
隊
―
近こ

ん

藤ど
う

信の
ぶ

竹た
け

中
将
が
率ひ

き

い
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る
第
二
艦
隊
と
小
沢
治
三
郎
中
将
が
率
い
る
南
遣
艦
隊
は
、

戦
艦
を
二
隻
し
か
持
た
な
い
。

　

勝
敗
は
歴れ

き

然ぜ
ん

と
し
て
い
た
が
、
南
方
部
隊
は
島し

ま

影か
げ

を
利
用

し
て
敵
弾
の
直
撃
を
回
避
し
、
辛か

ら

く
も
全
滅
を
免ま

ぬ
かれ
た
。

　

の
み
な
ら
ず
、
雷ら

い

撃げ
き

に
よ
っ
て
敵
戦
艦
一
隻
を
轟ご

う

沈ち
ん

さ
せ
、

戦
艦
一
隻
を
落ら

く

伍ご

に
追
い
込
ん
だ
。

　

代だ
い

償し
ょ
うと
し
て
、
戦
艦
「
金こ

ん

剛ご
う

」「
榛は

る

名な

」、
重
巡
「
愛あ

た
ご宕
」

「
高た

か

雄お

」、
軽け

い

巡じ
ゅ
ん「
川せ

ん

内だ
い

」、
駆く

逐ち
く

艦か
ん

六
隻
を
失
い
、
近
藤
司

令
長
官
以
下
の
第
二
艦
隊
司
令
部
が
全
滅
し
た
が
、
生
き
残

っ
た
重
巡
五
隻
、
防
空
巡
洋
艦
二
隻
、
駆
逐
艦
一
八
隻
は
戦

場
か
ら
脱
出
し
、
連
合
艦
隊
司
令
部
か
ら
指
定
さ
れ
た
合
流

地
点
に
向
か
っ
た
の
だ
。

　

だ
が
、
米
英
艦
隊
は
南
方
部
隊
の
撃げ

き

滅め
つ

を
断
念
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。

　

英
国
戦
艦
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
が
駆
逐

艦
二
隻
を
従し

た
がえ
、
追
撃
し
て
来
た
の
だ
。

　

最
大
戦
速
を
発
揮
で
き
れ
ば
、
敵
を
振
り
切
る
こ
と
も
可

能
だ
が
、「
鳥
海
」
は
機
関
故
障
の
た
め
、
速
力
を
一
四
ノ

ッ
ト
ま
で
し
か
出
せ
な
い
。

　

選
択
肢
は
二
つ
。
反
撃
に
転
じ
る
か
、
敵
弾
を
回
避
し
続

け
る
か
だ
。

　

前
者
を
選
ん
で
も
、
成せ

い

算さ
ん

は
な
い
。

　

夜
戦
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
、
現
在
の
時
刻
は
一
二
月
一
一

日
の
一
一
時
二
八
分
（
現
地
時
間
一
〇
時
二
八
分
）
だ
。

　

空
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ち
ぎ
れ
雲
が
浮
か
ん
で
い
る

程
度
で
あ
り
、
海
面
は
遠
方
ま
で
見み

通と
お

し
が
利き

く
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
は
、
南
方
部
隊
各
艦

の
主
砲
の
射
程
外
か
ら
、
悠ゆ

う

々ゆ
う

と
直
径
三
五
・
六
セ
ン
チ
の

巨
弾
を
撃
ち
込
め
る
の
だ
。

　

一
八
隻
の
駆
逐
艦
は
、
昨
夜
の
戦
闘
で
魚
雷
を
撃
ち
尽
く

し
て
い
る
。

「
鳥
海
」
と
七
戦
隊
の
重
巡
四
隻
は
魚
雷
を
残
し
て
い
る
が
、

敵
と
の
距
離
が
開
き
す
ぎ
、
命
中
確
率
は
小
さ
い
。

　

残
さ
れ
た
道
は
た
だ
一
つ
。
敵
弾
を
回
避
し
な
が
ら
時
を

稼か
せ

ぎ
、
連
合
艦
隊
の
救
援
を
待
つ
以
外
に
な
い
。

「
目
標
、
上
空
の
敵
観
測
機
。
砲
撃
始
め
ま
す
」
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岬
恵
介
砲
術
長
が
復ふ

く

唱し
ょ
うを

返
し
た
。

　

声
は
、
昨
夜
よ
り
も
落
ち
着
い
て
い
る
。
戦
艦
相
手
の
戦

闘
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
腹
が
据す

わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

数
秒
後
、「
青
葉
」
の
前
甲
板
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき

、
砲
声

が
艦
橋
を
包
ん
だ
。

　

各
砲
塔
の
一
番
砲
、
合
計
六
門
の
長
一
〇
セ
ン
チ
砲
が
、

砲
門
を
開
い
た
の
だ
。

　

上
空
か
ら
、
一
〇
セ
ン
チ
砲
弾
六
発
の
炸さ

く

裂れ
つ

音
が
届
く
。

　

続
け
て
各
砲
塔
の
二
番
砲
六
門
が
火
を
噴ふ

く
。

「『
加
古
』
撃
ち
方
始
め
ま
し
た
！
」

　

艦
橋
見
張
員
が
、
僚
艦
の
動
き
を
報
告
す
る
。

「
加
古
」
は
昨
夜
の
戦
闘
で
、
高
角
砲
一
基
を
失
っ
た
が
、

残
る
五
基
一
〇
門
の
長
一
〇
セ
ン
チ
砲
に
大だ

い

仰ぎ
ょ
う

角か
く

を
か
け
、

砲
撃
を
開
始
し
た
の
だ
。

「
プ
リ
ン
ス・
オ
ブ・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」に
捕ほ

捉そ
く

さ
れ
る
前
、「
青

葉
」
と
「
加
古
」
は
、
米
軍
の
四
発
重じ

ゅ
う

爆ば
く

撃げ
き

機き

ボ
ー
イ
ン

グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
―
「
空そ

ら

の
要よ

う

塞さ
い

」
の
異い

名み
ょ
うを
持
つ
機
体
四
機
を
墜
と
し
て
い
る
。

　

鈍ど
ん

足そ
く

の
水
上
機
ぐ
ら
い
、
容た

易や
す

く
撃
墜
で
き
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
敵
機
撃
墜
」
の
報
告
は
、
な
か
な
か
届
か

な
か
っ
た
。

「
青
葉
」
は
第
三
射
、
第
四
射
、
第
五
射
と
、
連
続
し
て
一

〇
セ
ン
チ
砲
弾
を
撃
ち
上
げ
、「
加
古
」
も
負
け
じ
と
砲
撃

を
繰
り
返
す
が
、
そ
れ
ら
が
敵
機
を
捉と

ら

え
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
〇
セ
ン
チ
砲
弾
は
、
無む

駄だ

に
弾
片
を
ば
ら
撒ま

く
だ
け
だ
。

　

そ
の
間
に
も
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の

三
五
・
六
セ
ン
チ
砲
弾
が
飛
来
し
、「
鳥
海
」
の
周
囲
に
弾

着
の
水
柱
を
噴
き
上
げ
る
。

「
砲
術
、
ど
う
し
た
！
」

　

た
ま
り
か
ね
た
よ
う
に
久
宗
が
叫さ

け

ん
だ
と
き
、
上
空
で
一ひ

と

際き
わ

巨
大
な
爆
発
音
が
轟と

ど
ろい
た
。

「
敵
観
測
機
、
撃
墜
！
」

　

岬
が
、
喘あ

え

ぐ
よ
う
な
声
で
報
告
す
る
。

　

弱
じ
ゃ
く

敵て
き

と
侮

あ
な
ど

っ
て
い
た
敵
機
に
、
意
外
と
苦
戦
し
た
様
子

だ
。
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「
鈍
足
の
水
上
機
に
手
こ
ず
る
も
の
だ
な
」

「
敵
機
が
逃
げ
回
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
」

　

貴
島
首
席
参
謀
の
一
言
に
、
桃
園
は
応こ

た

え
た
。

　

英
軍
の
観
測
機
―
フ
ェ
ア
リ
ー
・
ソ
ー
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ

の
水
上
機
型
は
、
複
葉
羽は

布ふ

張
り
と
い
う
古
め
か
し
い
機
体

だ
が
、
翼
面
荷か

重じ
ゅ
うが
小
さ
く
、
旋
回
性
能
が
高
い
。

　

右
に
、
左
に
と
逃
げ
回
っ
た
た
め
、
狙ね

ら

い
が
定
ま
ら
ず
、

な
か
な
か
墜
と
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
見
解
を
述
べ
た
。

「
後
部
見
張
り
よ
り
艦
橋
。
敵
戦
艦
沈
黙
！
」

　

新
た
な
報
告
が
、
艦
橋
に
届
く
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
は
、
観
測
機
を
失
い
、

射
撃
精
度
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
時
的
に
砲
撃

を
中
止
し
た
よ
う
だ
。

「
少
し
時
間
を
稼
げ
る
な
」

　

五
藤
が
桃
園
に
微び

笑し
ょ
う
を
向
け
た
。
観
測
機
を
狙
う
と
の

判
断
は
見み

事ご
と

だ
っ
た
、
と
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

　

静せ
い

寂じ
ゃ
くは
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

「
左
一
七
〇
度
に
機
影
確
認
。
新
た
な
観
測
機
で
す
！
」

　

後
部
見
張
員
が
報
告
を
送
っ
て
来
た
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
は
、
二
機
目
を
繰
り

出
し
た
の
だ
。

「
砲
術
よ
り
艦
長
。
目
標
、
後
方
よ
り
接
近
せ
る
敵
観
測
機
。

引
き
つ
け
て
か
ら
撃
ち
ま
す
」

　

久
宗
が
命
令
を
出
す
よ
り
早
く
、
岬
が
宣せ

ん

言げ
ん

す
る
よ
う
に

報
告
し
た
。

　

岬
は
近
距
離
か
ら
撃
つ
こ
と
で
、
必ひ

っ

中ち
ゅ
う
を
狙
う
と
決
め

た
よ
う
だ
。

　

観
測
機
の
爆
音
が
、
微か

す

か
に
聞
こ
え
始
め
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
か
？
」

　

桃
園
が
口こ

う

中ち
ゅ
うで
呟
い
た
と
き
、

「
敵
観
測
機
、
右
に
旋
回
。
本
艦
を
回
避
す
る
模も

様よ
う

！
」

　

見
張
員
が
叫
ん
だ
。

　

桃
園
は
、
右
舷
側
を
見
た
。

　

複
葉
の
水
上
機
が
大
き
く
旋
回
し
つ
つ
、
輪
型
陣
の
前
方

に
回
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。

　

敵
は
「
青
葉
」
の
対
空
火
力
に
恐
れ
を
な
し
、
回
避
を
図は

か
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っ
た
の
だ
。

　

岬
が「
撃
ち
方
始
め
！
」を
下か

令れ
い

し
た
の
だ
ろ
う
、「
青
葉
」

の
長
一
〇
セ
ン
チ
砲
が
火
を
噴
い
た
。

　

第
一
射
弾
は
、
敵
機
の
後
ろ
で
炸
裂
し
、
弾
片
を
ば
ら
撒

く
だ
け
に
留と

ど

ま
っ
た
。

「
青
葉
」
の
長
一
〇
セ
ン
チ
高
角
砲
が
左
に
旋
回
し
、
敵
機

の
動
き
を
追
う
。
各
砲
塔
が
砲
撃
を
繰
り
返
す
が
、
敵
機
を

捉
え
る
射
弾
は
な
い
。

　

敵
の
観
測
機
は
、
長
一
〇
セ
ン
チ
砲
の
射
程
外
を
飛
び
、

「
青
葉
」
の
射
弾
に
空
を
切
ら
せ
た
の
だ
。

「
前ぜ

ん

車し
ゃ

の
轍て

つ

は
踏ふ

ま
ぬ
と
い
う
こ
と
か
」

　

舌
打
ち
し
つ
つ
、
桃
園
は
呟
い
た
。

「
青
葉
」
の
長
一
〇
セ
ン
チ
砲
が
沈
黙
し
た
と
き
、

「
敵
艦
発
砲
！
」

　

後
部
見
張
員
の
報
告
が
飛
び
込
ん
だ
。

　

再
び
、
敵
弾
の
飛
翔
音
が
轟
き
、「
鳥
海
」
の
艦
首
付
近

に
弾
着
の
水
柱
が
奔
騰
し
た
。

　

艦
が
水
柱
の
中
に
突
っ
込
み
、
し
ば
し
姿
が
見
え
な
く
な

る
が
、
ほ
ど
な
く
飛し

ぶ
き沫

の
中
か
ら
、「
鳥
海
」
が
特
徴
あ
る

姿
を
現
し
た
。

「『
鳥
海
』
よ
り
受
信
！ 

『
各
艦
ハ
我ワ

レ

ヲ
省カ

エ
リ
ミ
ズ
避ヒ

退タ
イ

セ

ヨ
』」

　

通
信
室
に
詰つ

め
て
い
る
通
信
参
謀
関せ

き

野の

英ひ
で

夫お

少
佐
が
報
告

し
た
。

　

小
沢
の
意い

図と

は
明め

い

白は
く

だ
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
最
大
速
度
は
二
八

ノ
ッ
ト
で
あ
る
か
ら
、
各
艦
が
最
大
戦
速
を
発
揮
す
れ
ば
、

避
退
は
で
き
る
。

「
鳥
海
」
と
そ
の
乗
員
八
三
五
名
、
小
沢
以
下
の
南
遣
艦
隊

司
令
部
幕ば

く

僚り
ょ
うは
犠ぎ

牲せ
い

に
な
る
が
―
。

「
六
戦
隊
針
路
二
五
五
度
。『
加
古
』に
信
号
。『
我
ニ
続
ケ
』」

　

五
藤
が
意
を
決
し
た
よ
う
に
命
じ
た
。

　

次
い
で
、
い
た
ず
ら
を
企た

く
らむ
悪あ

く

童ど
う

の
よ
う
な
表
情
で
久
宗

に
言
っ
た
。

「
本
艦
の
通
信
機
は
故
障
中
だ
。『
鳥
海
』
か
ら
何
か
言
っ

て
き
た
が
、
受
信
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
だ
な
？
」
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「
呉く

れ

に
戻
っ
た
ら
、
工こ

う

廠
し
ょ
う
の
連
中
に
文も

ん

句く

を
言
っ
て
や
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
な
」

　

久
宗
が
笑
い
な
が
ら
答
え
た
。

　

五
藤
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
ぬ
者
は
い
な
い
。

　

第
六
戦
隊
の
二
隻
は
、「
鳥
海
」
と
小
沢
長
官
を
守
る
た

め
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
に
勝

し
ょ
う

算さ
ん

の
な
い

戦
い
を
挑い

ど

も
う
と
し
て
い
る
。

「
航
海
、
面お

も

舵か
じ

一
杯
。
本
艦
針
路
―
」

　

久
宗
が
下
令
し
か
か
っ
た
と
き
、

「
敵
観
測
機
、
反
転
。
避
退
し
ま
す
！
」

　

艦
橋
見
張
員
が
、
歓
声
混
じ
り
の
報
告
を
上
げ
た
。

「
味
方
艦
の
対
空
射
撃
か
？
」

　

久
宗
の
問
い
に
、
見
張
員
は
予
想
外
の
答
を
返
し
た
。

「
零
戦
で
す
！ 

味
方
機
の
来
援
で
す
！
」

２

　

敵
の
複
葉
機
が
機
体
を
翻

ひ
る
が
えし
、
慌あ

わ

て
ふ
た
め
い
て
遁と

ん

走そ
う

し
て
ゆ
く
姿
は
、
九
七
式
艦
上
攻
撃
機
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら

も
、
は
っ
き
り
見
え
た
。

　

空く
う

母ぼ

「
飛ひ

龍り
ゅ
う
」
の
飛
行
隊
長
と
艦
攻
隊
長
を
兼
任
す
る

楠く
す

美み

正た
だ
し

少
佐
は
、
視
線
を
海
面
に
転
じ
た
。

　

南
方
部
隊
の
後
方
に
、
一
隻
の
戦
艦
が
見
え
る
。

　

米
海
軍
の
主
力
戦
艦
と
は
、
異
な
る
形
状
だ
。
艦
の
中
央

に
は
、
箱
の
よ
う
に
が
っ
し
り
し
た
艦
橋
が
鎮ち

ん

座ざ

し
て
い
る
。

　

英
国
海
軍
の
最
新
鋭
戦
艦
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
」。

　

予
定
通
り
、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻
撃
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
第
一
航

空
艦
隊
の
艦
上
機
が
遭そ

う

遇ぐ
う

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
艦
だ
。

「
福ふ

く

田だ

、
全
機
宛
発
信
。『
敵
発
見
。
突

ト

ツ

撃
隊
形
作
レ
』」

　

楠
美
は
、
指
揮
官
機
の
電
信
員
を
務
め
る
福
田
政ま

さ

雄お

一
等

飛
行
兵
曹
に
命
じ
た
。

　

第
二
航
空
戦
隊
の
艦
攻
全
機
―
楠
美
が
直じ

き

率そ
つ

す
る
「
飛

龍
」
艦
攻
隊
と
、
阿あ

部べ

平へ
い

次じ

郎ろ
う

大
尉
が
率
い
る
「
蒼そ

う

龍り
ゅ
う
」

艦
攻
隊
が
左
右
に
分
か
れ
た
。

　

南
方
部
隊
の
上
空
を
通
過
し
つ
つ
、
高
度
を
下
げ
る
。
味
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方
の
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
が
、
後
方
へ
と
消
え
る
。

「
永
久
に
足あ

し

止ど

め
し
て
や
る
」

　

第
一
中
隊
を
先
導
し
つ
つ
、
楠
美
は
敵
艦
に
そ
の
言
葉
を

投
げ
か
け
た
。

　

第
一
航
空
艦
隊
は
こ
の
日
、
第
一
艦
隊
と
共
に
、
台た

い

湾わ
ん

・

高た
か

雄お

と
海
南
島
・
三さ

ん

亜あ

港こ
う

の
中
間
海
面
に
進
出
し
た
。

　

夜
明
け
と
同
時
に
索さ

く

敵て
き

機
が
飛
び
立
ち
、
敵
艦
隊
の
捜そ

う

索さ
く

を
開
始
し
た
が
、「
敵
艦
隊
見
ユ
」
の
第
一
報
が
入
電
す
る

前
に
、
南
遣
艦
隊
か
ら
の
緊
急
信
が
飛
び
込
ん
だ
。

「
我
、
敵
ノ
追
撃
ヲ
受
ク
。
敵
ハ
戦
艦
一
、
駆
逐
艦
二
。
戦

艦
ハ
『
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
』
ト
認
ム
。
位
置
、

『
三
亜
港
』
ヨ
リ
ノ
方
位
七
五
度
、
二
〇
〇
浬カ

イ
リ。
一ヒ

ト

〇マ
ル

三サ
ン

七ナ
ナ

（
現
地
時
間
九
時
三
七
分
）」

　

と
の
電
文
が
、「
鳥
海
」
よ
り
発
せ
ら
れ
た
の
だ
。

　

一
航
艦
で
は
、
第
一
次
攻
撃
隊
と
し
て
一
八
三
機
を
準
備

し
て
い
た
が
、
戦
艦
一
隻
に
こ
の
数
は
多
す
ぎ
る
。

　

英
艦
隊
を
攻
撃
し
て
い
る
最
中
に
、
米
艦
隊
が
出
現
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

一
航
艦
司
令
部
で
は
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
、
二
航
戦
の
攻

撃
隊
を
救
援
任
務
に
充
て
る
と
決
め
た
の
だ
。

「
目
的
は
、
南
遣
艦
隊
の
救
援
だ
。
敵
戦
艦
は
撃
沈
に
至
ら

ず
と
も
、
足
止
め
す
る
だ
け
で
充
分
だ
」

「
飛
龍
」
の
飛
行
長
川か

わ

口ぐ
ち

益す
す
む

少
佐
は
、
楠
美
ら
に
そ
う
言

っ
た
が
、「
足
止
め
」
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
は
、
楠

美
に
は
な
い
。

　

二
航
戦
の
艦
攻
隊
は
、「
飛
龍
」「
蒼
龍
」
共
に
一
八
機
。

　

真
珠
湾
攻
撃
が
予
定
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
れ
ば
、
一
部

の
機
体
は
重
量
八
〇
〇
キ
ロ
の
徹て

っ

甲こ
う

爆
弾
を
搭
載
し
、
水
平

爆
撃
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
任
務
が
変
更
に
な
っ

た
た
め
、
全
機
が
雷ら

い

装そ
う

で
出
撃
し
て
い
る
。

　

三
六
機
で
雷
撃
を
か
け
れ
ば
、
撃
沈
は
可
能
だ
。

「
敵
戦
艦
、
面
舵
！
」

　

偵
察
員
の
近こ

ん

藤ど
う

正し
ょ
う

次じ

郎ろ
う

中
尉
が
叫
ん
だ
。

　

報
告
さ
れ
た
通
り
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」

が
右
に
回
頭
を
始
め
て
い
る
。

　

攻
撃
隊
の
動
き
を
見
て
、
回
避
運
動
に
入
っ
た
の
だ
。
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「
逃
が
し
は
せ
ん
」

　

楠
美
は
、
そ
の
言
葉
を
敵
に
投
げ
か
け
た
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
は
、
三
五
・
六
セ
ン

チ
主
砲
一
〇
門
の
火
力
と
、
二
八
ノ
ッ
ト
の
最
高
速
度
を
併あ

わ

せ
持
つ
高
速
戦
艦
だ
が
、
航
空
機
に
比
べ
れ
ば
遥は

る

か
に
遅
い
。

　

楠
美
は
敵
艦
の
動
き
を
睨に

ら

み
つ
つ
、「
飛
龍
」
艦
攻
隊
の

一
七
機
を
、
海
面
近
く
の
低
高
度
ま
で
誘
導
す
る
。

　

一
個
中
隊
六
機
ず
つ
、
三
隊
に
分
か
れ
、
横よ

こ

一い
っ

線せ
ん

に
展
開

す
る
。

　

三
段
構
え
の
雷
撃
だ
。
第
一
中
隊
が
失
敗
し
て
も
第
二
中

隊
、
第
三
中
隊
が
、
連
続
し
て
雷
撃
を
敢か

ん

行こ
う

す
る
。

　

突
撃
に
移
っ
た
と
き
に
は
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ

ー
ル
ズ
」
の
針
路
は
逆
向
き
に
な
っ
て
い
る
。

「
飛
龍
」
隊
は
、
目
標
の
左
舷
側
か
ら
突
撃
す
る
形
だ
。

「
敵
艦
発
砲
！
」

　

近
藤
が
注
意
を
喚か

ん

起き

し
た
。

　

楠
美
は
顔
を
上
げ
、
正
面
を
見み

据す

え
た
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
が
回
頭
し
な
が
ら
、

艦
上
に
発
射
炎
を
閃
か
せ
て
い
る
。

　

楠
美
機
の
前
方
や
左
右
で
敵
弾
が
炸
裂
し
、
黒く

ろ

々ぐ
ろ

と
し
た

爆
煙
が
湧わ

き
出
す
。

　

弾
量
は
、
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ

ェ
ー
ル
ズ
」
ほ
ど
の
巨
体
で
あ
れ
ば
、
相
当
数
の
高
角
砲
、

機
銃
を
装
備
で
き
る
は
ず
だ
が
、
射
弾
の
密
度
は
低
く
、
狙

い
も
正
確
と
は
言
え
な
い
。

（
英
海
軍
ら
し
く
な
い
な
）

　

そ
ん
な
疑
問
が
、
楠
美
の
脳の

う

裏り

を
か
す
め
た
。

　

英
海
軍
は
欧お

う

州し
ゅ
うで
ド
イ
ツ
空
軍
と
戦
い
、
航
空
機
の
脅

き
ょ
う

威い

を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
英
海
軍
の
戦
艦

が
、
対
空
兵
装
の
強
化
を
怠お

こ
たる
と
は
考
え
難に

く

い
。

　

疑
問
に
囚と

ら

わ
れ
た
の
は
、
ご
く
一
瞬
だ
。
意
識
を
、
目
の

前
の
敵
戦
艦
に
集
中
す
る
。

　

現
在
の
距
離
は
二フ

タ

〇マ
ル

（
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。

　

射
点
は
、
ま
だ
少
し
遠
い
。
必
中
を
期き

す
に
は
、
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
距
離
を
詰
め
た
い
。

　

照
し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

の
白
い
環わ

の
向
こ
う
に
、
白
波
を
蹴け

立た

て
る
巨



日本海軍 九七式艦上攻撃機

　中島飛行機が開発した艦上攻撃機。昭和12年１月に初飛行、その後、
発動機を栄一一型に変更し、量産が開始された。日本海軍としては初め
ての全金属製、低翼単葉機で、引込脚の採用によりそれまでの九六式艦
上攻撃機に比べ時速100キロ以上高速化している。ほかにも、可変ピッ
チプロペラ、密閉式コクピットなど、数々の新技術が投入されている。
　昭和16年現在、主力艦上攻撃機として各空母部隊に配備されている。

全長 10.3m
翼幅 15.5m
全備重量 3,800kg
発動機 栄一一型 970馬力
最大速度 378km/時
兵装 7.7mm機銃×1丁（後席旋回）
 800kg魚雷×1 または 爆弾 最大800kg
乗員数 3名
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艦
の
艦
首
が
見
え
る
。
飛
沫
の
激
し
さ
か
ら
見
て
、
最
大
戦

速
で
航こ

う

進し
ん

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
ち
ょ
い
左
」

　

自
身
に
確
認
す
る
よ
う
に
呟
き
、
針
路
を
僅わ

ず

か
に
左
へ
と

ず
ら
す
。

　

敵
の
艦
上
に
新
た
な
発
射
炎
が
閃
き
、
真
っ
赤
な
火か

箭せ
ん

が

飛
ん
で
来
る
。

　

楠
美
は
、
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
前
方
に
押
し
込
む
。

　

機
体
が
、
波な

み

頭が
し
ら
に
接
触
し
そ
う
な
高
度
ま
で
下
が
る
。

海
面
が
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届
く
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ

ど
近
づ
く
。

　

敵
弾
は
楠
美
機
の
頭
上
を
か
す
め
、
後
方
へ
と
抜
け
る
。

　

弾
量
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
油
断
は
禁き

ん

物も
つ

だ
。
開
戦
後
、

三
日
目
で
、
戦
死
者
名
簿
に
載
り
た
く
は
な
い
。

　

目
標
と
の
距
離
が
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
切
る
。

　

楠
美
は
操
縦
桿
を
微
妙
に
調
整
し
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
未
来
位
置
に
照
準
を
合
わ
せ
る
。

「
〇マ

ル

八ハ
チ

（
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
…
…
〇マ

ル

六ロ
ク

…
…
」

　

声
に
出
し
て
、
目
標
と
の
距
離
を
測
る
。
数
字
が
小
さ
く

な
る
に
つ
れ
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
姿

が
拡
大
し
、
細
部
が
は
っ
き
り
す
る
。

「
用
意
、
て
っ
！
」

　

一
声
叫
ぶ
と
同
時
に
、
楠
美
は
投
下
レ
バ
ー
を
引
い
た
。

　

足あ
し

下も
と

か
ら
機
械
の
動
作
音
が
伝
わ
り
、
九
七
艦
攻
が
つ
ま

み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
上
昇
し
た
。

　

重
量
八
〇
〇
キ
ロ
の
航
空
魚
雷
を
投
下
し
た
反
動
で
、
機

体
が
飛
び
上
が
っ
た
の
だ
。

「
一
中
隊
、
全
機
発
射
！
」

　

偵
察
員
席
の
近
藤
が
、
興
奮
し
た
声
で
報
告
を
送
る
。

　

楠
美
機
は
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
前
甲

板
上
空
を
飛
び
越
し
、
右
舷
側
へ
と
抜
け
た
。

　

首
を
右
に
ね
じ
曲
げ
、「
プ
リ
ン
ス・
オ
ブ・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」

の
艦
上
を
見
た
と
き
、
楠
美
は
同
艦
の
対
空
砲
火
が
弱よ

わ

々よ
わ

し

か
っ
た
理
由
を
悟さ

と

っ
た
。

　

戦
艦
の
巨
弾
を
撃
ち
込
ま
れ
た
跡あ

と

は
見
当
た
ら
な
い
も
の

の
、
艦
橋
や
煙え

ん

突と
つ

の
脇わ

き

に
、
お
び
た
だ
し
い
破
片
が
散
乱
し



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




